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1 以下の複素行列について, 行基本変形のみを施すことにより, 簡約行列, 即ち, 階段行

列であって, その階数を rとし, 第 j行 (1 ≤ j ≤ r)の 0でない成分のうち最も左にあ

る成分を ajkj とするとき, ajkj = 1であり, かつ第 kj列の他の成分は 0である行列に

変形せよ. その際, その行基本変形の具体的な操作も記述せよ.

(1)


2 1 7 5
−3 2 0 −9
2 −1 1 7
−1 3 7 −6

. (2)


3 2 4 2 6
2 −1 5 6 4
0 −3 3 5 −1
−1 1 −3 −4 −2

.

2 以下で与えられる n次複素正則行列 A (小問 (1)では n = 3, 小問 (2)では n = 4)に

ついて, Aと n次単位行列Enを並べて得られる (n, 2n)複素行列を Ã = (A En)とお

く. このとき, Ãに行基本変形のみを施して, B̃ = (En B)と変形することにより, A

の逆行列A−1を求めよ.

(1) A =

 1 1 i
−i i 0
1 0 i

. (2) A =


0 1 0 −1
1 0 2 0
0 1 1 0
−1 0 0 1

.

3 nを正整数とし, M(n,C)で n次複素正方行列全体のなす集合を表すとする. いま,

A ∈ M(n,C)に対して, G ⊂ M(n,C)を以下の部分集合とする.

G = {X ∈ M(n,C) ; XA tX = A}.

(1) X, Y ∈ Gならば, XY ∈ Gであることを示せ. さらに, X ∈ Gが正則行列である

ならば, X−1 ∈ Gであることを示せ.

(2) Aが正則行列であるならば, 任意のX ∈ Gは正則行列であることを示せ.

(3) Aが tA = A, かつA2 = En (Enは n次単位行列)なる性質をもつとする. このと

き, 任意のX ∈ Gについて, tX ∈ Gが成り立つことを示せ.


